弘前市東部学校給食センター調理等業務に係るヒアリング実施要領
1 趣旨
提案者による提案書に基づく補足説明、質疑応答の機会としてプレゼンテーション及びヒアリングを実施する。
2 内容
プレゼンテーション及びヒアリングの具体的な内容は次のとおりとする。
(1) 提案内容に関するプレゼンテーション
（市の指示によるもののほか、必要に応じてデモンストレーションを実施すること。ただし、「４」に示す時間以内とする。）
(2) 提案内容の補足説明
(3) 提案書、プレゼンテーション及び補足説明に関する質疑応答
3 日程
平成２８年　１月中旬
　　※開催日時、場所、順番等詳細については、別に決定し通知する。

4 時間
プレゼンテーション及びヒアリングは、原則３０分とする。
　　概ねの時間配分
　　①　プレゼンテーション及び補足説明　　１５分程度
　　②　質疑応答（選考委員からの質問）　　１５分程度
5 出席者
ヒアリングに出席する提案者は、弘前市東部学校給食センター調理等業務に携わる者とする。また、主担当者が説明するものとし、出席可能人数は最大４名までとする。
6 機器等
説明用のＰＣ等必要機器は、提案者が準備するものとする。（プロジェクター及びスクリーンは市が用意する。）
提案書評価指標
能力点に関する審査
	評価分類
	配点
	着眼点

	１学校給食に関する考え方
	1-1基本方針等
	30
	・学校給食に対する理解や、食の面から学校給食に携わることの重要性を認識し、その目的達成のための方針が具体的に記述されている。

	
	1-2学校への協力体制
	
	・調理業務を行う上での学校との協力体制、また学校の教育活動に対しての協力内容が具体的に記述されている。

	
	1-3食育の考え方
	
	・食育に関する学校給食の役割や会社の考え方などが具体的に記述されている。

	２業務運営に関する考え方
	2-1業務運営体制
	20
	・給食運営に関する調理体制が具体的に記述されている。また、作業等に関する確認及び報告体制や手順が具体的に記述されている。

	
	2-2準備期間の内容
	
	・契約締結日から給食開始までの期間（準備期間）の内容や体制、スケジュールが具体的に記述されている。

	３従事者に関する考え方
	3-1人員配置体制
	40
	・提案者が提案する調理等業務に対して、人員配置計画（全体人員と勤務シフト表）、配置予定者の資格、欠員補充や代替体制などが具体的に記述され、無理・無駄のない配置となっている。また、指揮命令系統、業務分担が明確化されている。

	
	3-2従事者の採用計画
	
	・従事者の採用計画、採用基準などが明確に記述されている。
・地元雇用や再雇用計画、安定雇用の考え方が具体的に記述されており、実現性がある。

	
	3-3教育・研修体制
	
	・従事者に対する食品の安全、衛生管理等について、教育・研修の実施方法、内容、年間スケジュール等が詳細に記述されている。
・受託決定から業務開始までの研修計画が具体的に記述され、業務水準低下の恐れがない。

	４衛生管理に関する考え方
	4-1衛生管理の考え方
	30
	・学校給食調理業務の安全、衛生管理に関する考え方が具体的に記述されている。

	
	4-2衛生管理体制
	
	・安全、衛生管理に関して、具体的なチェック方法や報告・管理体制などが記述されている。
・従事者の健康管理（定期健康診断や検便など）が確実に行われる。
・安全、衛生管理に関する提案者独自のマニュアルや基準が貼付されている。

	５危機管理に関する考え方
	5-1危機管理体制
	45
	・不測事態（食中毒を含む）発生時の対処方法や給食の提供体制（代行措置を含む）について、具体的に記述されており、実現性がある。

	
	5-2問題発生時の対処方法や体制
	
	・異物混入や食中毒防止の方策、万一の発生時の迅速な対処方法や報告体制について記述されている。

	
	5-3災害発生時の協力体制
	
	・地震発生時など、想定される災害発生時における本市への協力体制について記述されている。

	６その他
	6-1　環境に対する考え方


	15
	・給食残渣のたい肥化や飼料化、省エネルギー対策など環境へ配慮した提案が記述されている。

提案者が特筆すべきと判断し、提案者が学校給食を提供することで、食教育や衛生管理の向上に効果が高いと思われる施策やその実現内容について記述されている。
・今後の拡張性についての提案が記述されている。

	
	6-2　その他
	
	

	合　　　計
	180
	


